


































































































































































































































































































































































































































































































































高明県 高要県 鶴山県 合計




明城鎮 人和鎮 西安鎮 新子鎮 不明 合計
44 2 3 8 20 77 
＜鶴山県＞
沙平 龍口 古労 不明 合計
2 2 2 1 7 
＊高要県については、 l家族であり、また祖籍が不明のため、記載せず。
現在地別（現在も山下町に居住している家族を中心として）
I 横浜市 I I 
山下町 ｜ ｜横浜市以外｜ 合計
I （山下町以外） I I 


















～＼～～～ 飲食店 飲食店以外 合計
四十周年会刊 29 14 43 
五十周年会刊 30 14 44 
＜飲食店地区別＞
、＼＼＼、、＼ ＼ ＼  山下町を含む
山下町以外 不明 合計
中華街
四十周年会刊 14 15 1 29 













































142 言語と文化論集 No.13 
月には年始回りと新年の食事会を行うことが決まっている。
この他に日常的な活動として、月二回ごとに理幹事会議を開くことや、
内外の団体からの招待や接待、里帰り旅行の実施などが挙げられる。
なお、 1972年から43号まで「要明鶴通汎」を刊行し、会員に同郷会の活
動を報告していたが、現在は刊行していない。しかし、今現在、同郷会に
3号だけが残され、保管されている。
横浜中華街は幕末の広東系買弁が日本に渡ってきたことから始まり、広
東系華僑を中心に形成されてきた。横浜は特に他の華僑の集まっている地
域と比べてみても際立っているように思う。そんな横浜で創設され、今で
も活気のある「広東要明鶴同郷会」には私も青年団役員として参加してい
ることから、身近な存在である。
しかし、広東系同郷会を取り上げた研究は未だ少なく、近年、青年華僑
華人の同郷会離れや同郷会自体の衰退化が懸念されている。今回の論文が
これからの研究を通して、青年華人としての私が現在の同郷会から見聞き
して残せるもの、また、青年固としての活動を通して、青年華僑華人達に
何を発信していけるかということが今後の課題になると考えられる。
なお、今回は、今まであまりはっきりしてこなかった「広東要明鶴岡郷
会」周辺の資料整理を主として取り組んだが、研究としても資料としても
まだ不十分で、ある。やはり戦前の記録や歴史を辿っていくことの困難さを
感じた。しかし、これから先もこの研究は続けていくべきであり、形とし
て残していくべきだと考えている。その為にも、様々な資料やフィールド
ワークを通して、横浜に渡って基盤を築き、同郷会から中華街の形成に携
わってきた華僑たちによる経歴を今より更に詳しく、今後の課題として追
っていき、同郷会の未だ公にされていない歴史を明らかにしていきたいと
考えている。
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